
こども部　保育運営課

１ 検査機関： 株式会社　江東微生物研究所

２ 検査方法： (1)

(2)

３ 採取期間： 平成 年 月 日 ～ 年 月 日 ※１　平成31年3月4日～3月8日

４ 検 査 日： 平成 年 月 日 ※1　平成31年3月12日

５

６ 検査結果及び内部被ばくの預託実効線量

【算出根拠】

【計算式】
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幼稚園給食（実際に提供した給食）検査の結果について

ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スペクトロメトリーによる核種分析

幼稚園で実際に提供した給食を検査

31 2 18 31 2 22

31 2 26

その他： (1) 検出下限値とはこの検査機器で検出することが出来る最小の値であり，検査環境，検体の状態等に
　　よって一定ではありません。

(2) 算出に当たっては，経口摂取による実効線量係数（mSv／Bq)，幼稚園は２～７歳（幼児）の係数（厚
　　生労働省医薬局食品保健部監視安全課・緊急時における食品の放射能測定マニュアルより引用）を
　　使用しました。

(3) 預託実効線量とは，２０歳以下の子どもは７０歳になるまでに被ばくする線量，大人は内部被ばくして
　　から５０年間に被ばくする線量です。

計算式　：　「検出下限値(Bq/Kg)」×「実効線量係数（mSv／Bq)」×「総重量(Kg)」÷「食数」

(4) 検査にはおよそ２㎏程度の検体が必要なため，１週間（原則５日）分の給食がそれに満たない場合は
　２食分以上の検体にて検査をしました（食数及び日数については下表のとおり）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝放射性セシウム内部被ばく預託実効線量（mSv)

セシウム１３４ セシウム１３７

検出
下限値
(Bq/kg)

２～７歳の実
効線量係数

総重量
(㎏)

検出
下限値
(Bq/kg)

２～７歳の
実効線量係数

総重量
(㎏)

1 1.22 0.000013 2.180 0.89 0.0000097 2.180 1 0.000053

2 0.99 0.000013 4.899 1.34 0.0000097 4.899 3 0.000042

3 1.44 0.000013 3.200 1.04 0.0000097 3.200 3 0.000031

4 1.16 0.000013 5.500 1.16 0.0000097 5.500 3 0.000048

3.257

5 0.91 0.000013 2.080 1.56 0.0000097 2.080 2 0.000028

6 1.35 0.000013 3.257 1.18 0.0000097 3 0.000031
0.0000097

一日当たり
食数

施設
No.

放射性セシウムの
内部被ばく預託実効線量

(mSv)

7 1.40 0.000013 3.350 1.38 3.350 3 0.000035


